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⃝川崎市は、平成28年１月の平成27年度川崎市乳がん検
診連絡調整会議において、平成28年４月にマンモグラ
フィ単独検診を導入することを決定した。

⃝導入理由は以下のとおりである。
• 「がん検診のあり方に関する検討会 中間報告書」
（平成27年９月）において、乳がん検診の項目はマ
ンモグラフィを原則とし、視触診は推奨しないとさ
れた。

• 乳がん検診の目的は乳がんによる死亡の減少であ
る。

• 視触診は死亡率減少効果が認められていない。

川崎市の乳がん検診における検診項目について
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乳がん検診の不利益

•過剰診断
•偽陽性
•偽陰性
•放射線被曝
•精神的不安
•疼痛
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偽陰性になる原因偽陰性になる原因

• 撮影・読影技術の問題
• 病変の位置、大きさ、形状
• 高濃度乳房（デンスブレスト）
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⃝マンモグラフィ単独検診の導入にあたり、
川崎市乳がん検診連絡調整会議において、
乳がん検診の結果票に偽陰性について記載
することを決定した。

⃝具体的には、マンモグラフィでは全ての乳
がんを発見することはできないことや、症
状があれば医療機関を受診するべきである
ことを結果票に記載することとした。
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本人に渡す結果票（川崎市）
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精検不要とされた方に対する
結果票の記載内容

今回の検診結果では、詳しい検査を行う必要はありま
せん。
ただし、マンモグラフィですべての乳がんを発見する
ことはできません。乳房にしこりなど気になるところ
がありましたら、次回の検診を待たずに精密検査を受
けて下さい。
また、乳腺の評価が「不均一高濃度」「高濃度」の方
は、他の人と比べて乳がんがわかりにくい傾向にあり
ます。この結果票の右側に「乳腺の評価」欄がありま
すので、「不均一高濃度」や「高濃度」に◯印がつい
ていないかご確認下さい。
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高濃度乳房のお知らせ開始後の川崎市の状況

⃝平成28年４月の開始から間もないため、高濃度乳房
のお知らせの影響に関するデータはまだない。

⃝この間、川崎市には市民からの問い合わせはない
が、医療施設に散発的に問い合わせがある。
（問い合わせの例）

高濃度乳房の場合、保険診療で検査を受診でき
るか
高濃度乳房であるがどうしたらよいか

⃝今後、川崎市によるアンケート調査の実施が考えら
れている。
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聖マリアンナ医科大学ブレスト＆イメージングセンターによる
アンケート結果①

「乳腺密度」について、今回パンフレットを読む以前から知っていましたか。

0 25 50 75 100

市検診

自費検
診

知っていた 聞いたことはあったがよく知らない 知らなかった 記載なし

市検診693名、自費検診371名（総数1064名）
平成28年3月～平成29年2月

43.4％35.0％20.2％

57.0％32.3％10.1％

⃝ 高濃度乳房に関する知識はまだ普及していない。 9
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市検診

自費検
診

知りたい 知りたいと思わない どちらでもない 記載なし

今回パンフレットを読んで、自分の乳腺密度について知りたいと思いましたか。

⃝ 高濃度乳房についての知識を得た方は、自分の乳房構
成を知りたいと思う傾向にある。

85.7％

85.7％

聖マリアンナ医科大学ブレスト＆イメージングセンターによる
アンケート結果②

市検診693名、自費検診371名（総数1064名）
平成28年3月～平成29年2月
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高濃度乳房の定義と実例
乳がん見つかりにくい理由
病気ではなく、体質である
年齢で変化する
体重の増減で変化する
種々のホルモン療法で変化する
保険診療の対象でない
追加検査は任意型検診になる

受診者に伝えるべき
高濃度乳房に関する情報

11




